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昭和４７年，私が医者になった頃，大学病院でも関節造影を暗室で行っていました．暗視
用眼鏡をかけ，目が暗闇になれるまでじっと待たねばなりませんでした．また，大腿骨骨
折に対するキュンチャー釘手術は長さを計測し，工作室で切断を自分自身の手によって行
わねばならないような時代でした．それから３５年経過しましたが，診断技術も CTやMRI
の出現により飛躍的に進歩し，骨折治療においてもいろいろな特徴を持った固定材料がで
きています．そのためか，学会に参加して感じることはあまりにも手術的治療に偏った発
表の多いことです．
以前のものよりも成績がいいとの内容ですが，今年の日本手の外科学会で興味ある発表
を聞くことができました．それは前腕骨骨折に対するプレート固定術後の再骨折が十数
パーセントにみられたというものでした．また，別の演者はプレート固定に際し，骨折面
での動きを少し残すように固定しているとの発表でした．思わず「保存的治療では外骨膜
性の骨癒合が獲得されるが，この方法は保存的治療の骨癒合形態に近づけているのです
か」と質問しました．骨折の治癒過程において骨折面に動きのあった方が良質の仮骨が形
成され，骨癒合にとって有利であると以前よりサルミエントが報告しています．質問に対
し「その通りです」との返事を頂き納得しました．
骨折治療において確かに早期運動療法を目的とした手術的治療の適応があるのも事実で
す．しかし，手術的に固定してしまえば，後が楽ですからと手術的治療を選択している先
生もおります．また，忙しい外来で保存的治療の患者に多くの時間を割けないとの意見も
聞きます．本当の意味での手術的治療の適応である症例に対し積極的に手術的治療を行う
ことには異論がありません．しかし，保存的治療の適応がある場合には，患者さんの希望
を受け入れてあげたいものです．
手術的治療しか方法がないとの説明を受けていた患者さんが保存的治療で機能的に問題
を残さず治癒した時は，本心から「手術をしなくて良かったよ」と素直に喜んでもらえま
す．保存的治療は患者さんとの共同作業で根気のいる仕事ですが，喜んでもらえることは
医者として整形外科医として非常にありがたく思っております．
医者としての転換期は国立療養所箱根病院時代で，頚髄損傷，筋ジストロフィー，脳性
小児麻痺そして脳卒中など重度な機能障害をもつ患者と接した時でした．それまでの私は
正常な機能に戻す，或いは近づけることが理想の治療と思っておりましたが，症例によっ
ては違う治療方針もあるのではないかと気づかされました．素直に患者さんの悩みや訴え
に耳を傾けられるようになったのもこの頃ではないかと思います．
北整・外傷研誌Vol．２４．２００８ － １ －
学会に参加しても，ただその結果を聞くのではなく，何が問題なのか違う観点から発表
を聞くようになりました．問題点をみつけ問題意識を持ち続けていると，突然ひらめくこ
とがあります．すぐにメモをとるようにしていますが，本当にいいひらめきなのかその道
の第一人者である先生に評価して頂きました．すぐに評価して頂くことも多く，すばらし
い先輩達に囲まれていたことに感謝しております．
昔はコンピューターでの文献検索ができるような時代ではありませんでした．発表の前
には，図書館に行ってキーワードを参考に医学中央雑誌や INDEX MEDICUSを１ヵ月
毎過去に遡って自分自身で調べなければなりませんでした．独創性の高い仕事の場合には
過去３０年から４０年も遡って調べなければならず，余暇のほとんどを図書館で過ごしていま
した．
時間的な余裕を持ちたいとの思いから開業する決心をしましたが，開業しても勤務医時
代と同様に学会にも参加し発表もしていくとの強い決意を持っておりました．開業後も，
早期運動療法を可能にする治療上の工夫をいくつか発表してきました．最近では骨折に対
する保存的治療の大切さを評価して頂き，多くの学会や講演会に招かれるようになりまし
たこと身に余る光栄と思っております．また，講演の後の質問や意見交換会での会話など
は私にとって本当にいい勉強になっております．
最後に，骨折を含めた外傷の治療では初期治療が大切です．拘縮を予防するための早期
運動療法の大切さ，日本の伝統的治療である保存的治療の大切さをこれからも訴えていき
たいと思っております．
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